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臨時休業の判断基準について（お知らせ） 

 

 処暑の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。また、

平素より、本校の教育活動について、ご理解・ご支援をいただき、誠にありがとうございます。 

 さて、みだしのことについてお知らせします。 

 現在、本校では荒天時における臨時休業の判断基準を明示しておりますが、大型地震の発生を想

定した臨時休業の判断基準についてはお示しできておりませんでした。この度、従来の荒天時の対

応の表記の修正とともに大型地震が発生した場合の対応を加えた臨時休業の判断基準について下記

の通り定めますので、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 

 

記 

 

 

【臨時休業の判断基準等について】 

 

１ 荒天時における臨時休業の判断について 

(1) 次のア～カに掲げる気象警報や避難情報が、当日の午前６時から午前８時３０分始業時までの

間に発令された場合は、「臨時休業」とする。 

ア 特別警報（大雨特別警報、暴風特別警報、大雪特別警報、暴風雪特別警報） 

[安佐北区、安佐南区のいずれかに発令] 

イ 大雨警報と洪水警報の両方[安佐北区、安佐南区のいずれかに発令] 

ウ 暴風警報・暴風雪警報[安佐北区、安佐南区のいずれかに発令] 

エ 大雪警報 [安佐北区、安佐南区のいずれかに発令] 

オ 台風接近中の大雨警報[安佐北区、安佐南区のいずれかに発令] 

カ 避難指示[可部南小学校区に発令] 

(2)  (1)のア～カに掲げる気象警報発令の有無によらず、当日の午前６時の段階で JR 可部線におい

て荒天により運行がなされない場合（計画運休・運転見合わせ等）は「臨時休業」とする。 

 

２ 大型地震発生時における臨時休業の判断基準について 

次のア～ウに掲げる災害情報が、学校が位置する安佐北区において、前日の午後 5 時から当日

の午前 8 時 30 分まで発表されている場合または発生した場合には、当日を「臨時休業」とする。 

ア 特別警報（震度６弱以上を予測した場合の緊急地震速報）※ 

イ 震度５弱以上 

ウ 長周期地震動階級３以上 

※ 過去の地震発生時の調査から震度６弱以上の揺れになると建物の全壊率が高くなることがわかって

おり、重大な災害の起こるおそれが著しく大きいという特別警報の基準に合致するため、気象庁で

は震度６弱以上を予測した場合の緊急地震速報を特別警報に位置付けている。 

 

３ 当日の対応 

(1) 臨時休業とした場合、生徒は自宅等で身の安全を確保する。 

(2) 自宅（安佐北区、安佐南区以外）のある地域に上記１(1)ア～カの気象警報や避難情報が発令さ

れている場合、もしくは通学上危険が伴う状況と判断される場合は特別欠席として扱い、生徒

は自宅等で身の安全を確保する。 

(3) 上記２ア～ウに掲げた災害情報が「登校中に発表され、または発生し、学校に登校した場合」、

「在校中に発表された場合または発生した場合」、「下校中に発表され、または発生し、学校に

戻ってきた場合」は、原則として①『保護者が迎えに来るまで、学校待機とする。』または②

『災害の状況により、保護者と連絡が取れ、安全が確認できれば、順次下校させる。』ことと

する。 

 

４ 定期試験日についての対応 

当日実施できなかった試験については、予定されていた試験期間最終日の翌日（日曜日・祝日

の場合は直近の課業日）に延期して実施する。 

 

５ その他 

(1) 模擬試験や各行事については、ホームページ等で変更を連絡する。 

(2) 上記１・２に当てはまり臨時休業の判断がなされた場合、部活動は、原則、実施しない。 

 

 

 


